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田県神社前駅駅前整備事業

会計区分 事業類型 施設整備系

担当係

事業番号 262
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一般会計 担当課

事務事業名 担当部

根拠法令・個別計画

4

総合計画

分野別計画

予算区分

事業期間

鉄道周辺を整備する

1

平成２４年度

都市基盤

8

～

都市政策課

政策推進係

6

道路法、田県神社前駅周辺整備計画

3

平成２８年度

市街地整備

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

市道布袋内津線に歩道を設置するとともに、事業区域内に駅前広場や道路などの整備を行

うことにより、田県神社前駅周辺の安全性、利便性の向上をさせる。

内容

（手段）

◆24年度実施内容

地元の市議会議員、区長、商店街等と整備に関する懇話会を開催するなどして、整備計画

の内容について協議を行った。

大垣共立銀行の建物・設備等の物件を移転するための補償調査を行った。

市道布袋内津線の拡幅と駅前広場について、道路法に基づき道路区域の変更を行った。

名古屋鉄道㈱と事業の計画に関する協議を書面で取り交わした。

事業の実施内容について、地元住民に周知を行った。

用地課と連携して2件の用地取得の契約を行った。

【今後の実施予定】

平成25年度　用地買収、物件移転補償、道路実施設計等

平成26年度　用地買収、道路改良工事等

平成27年度　用地買収、物件移転補償、駅前広場実施設計、進入道路工事等

平成28年度　駅前広場工事等

（名鉄田県神社前駅日当り乗降客数）
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（手段）

Ｈ22決算額

282,553

（名鉄田県神社前駅日当り乗降客数）

　平成22年度 4,175人　　平成23年度 4,113人　　平成24年度 4,058人

◆24年度直接経費の内訳

　消耗品、手数料（231千円）

　測量設計委託料等（5,958千円）

　用地購入費（14,149千円）

　物件移転補償費（44,981千円）

◆25年度直接経費の内訳

　消耗品、手数料（304千円）

　測量設計委託料等（5,500千円）

　道路改良工事費（3,000千円）

　用地購入費（99,930千円）

　物件移転補償費（173,819千円）

千円 0その他財源 97,20039,0000
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事業実施におけ

る課題

地権者の理解を得ながら計画的に物件移転補償、用地買収を行い、歩道および駅前

ロータリーなどの拠点整備を行うことにより安全性、利便性の向上をさせるとともに、

当地区の活性化を図る必要がある。
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用地取得件数

成果指標名

名鉄田県神社前駅日

当り乗降客数

活動指標名

地元懇話会の開催回

数
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4,175
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事業番号

H25

回

事業の

達成状況

地元懇話会を４回開催して、整備計画の具体的な内容について協議を行い、事業の

進め方について確認を行った。

事業用地取得の契約を２件（約275㎡）行った。
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事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）

２５年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）

計画的に事業が進捗するように努め、整備が完了するまでの間、鉄道やスクールバ

スなどについて、利用に支障をきたさないように現場管理を行う。
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施施施施

結結結結

果果果果

交通の安全性、利便性を向上をさせ、さらには当地区の活性化を図るため、事業の

進捗を図る必要がある。

判定理由

維　持

事業が円滑に進捗するように地権者との交渉を積極的に行い、用地取得の契約がで

きるように努める。
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の改善案

自転車歩行者の安全性、交通の利便性などの向上が図れず、交通事故を誘発する

恐れがある。

事業区域内の市及び市土地開発公社の所有地が未利用のまま放置される。
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影響事事事事

業業業業

のののの

自自自自

己己己己

評評評評

価価価価

方向性の判定

二二二二

次次次次

評評評評

価価価価

一次評価のとおり。


